
同志社大学大学院社会学研究科 

                                                      

2023年度 春期実施 

課程：前期 

専攻：教育文化学 

№１ 

入 学 試 験 問 題 

（注）□ 問題用紙に直接解答すること。 

■ 別紙の解答用紙 1 枚に解答すること。 

試験科目 

英  語 

受験番号 

 

氏名 

 

                                                         

 

［Ⅰ］下記の英文の下線部（１）（２）を日本語に訳しなさい。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊出典：Barry S. Hewlet (eds.) (2016). Social Learning and Innovation in Contemporary Hunter-Gatherers: Evolutionary and Ethnographic 

Perspectives, Springer. 

 

※ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（著作権の都合上、問題文を掲載しておりません） 



同志社大学大学院社会学研究科 

                                                      

2023年度 春期実施 

課程：前期  

専攻：教育文化学 

№２ 

入 学 試 験 問 題 

（注）□ 問題用紙に直接解答すること。 

■ 別紙の解答用紙 １枚に解答すること。 

試験科目 

英  語 

受験番号 

 

氏名 

                                                         

 

［Ⅱ］次の英文を読んで、下の設問１・２に答えなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設問 

１. 下線部を日本語に訳しなさい。 

 

２. 第２パラグラフと第３パラグラフの内容を日本語で合わせて 200～300 字に要約しなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

◆出典：Alan Charles Kors, Editor in Chief, Encyclopedia of the Enlightenment, Volume 1, Oxford University 

Press, 2003, p.382. 

※ 

 

 

 

 

 

 

 

 

（著作権の都合上、問題文を掲載しておりません） 



同志社大学大学院社会学研究科 

                                                      

2023年度 春期実施 

課程：前期  

専攻：教育文化学 

№１ 

入 学 試 験 問 題 

（注）■ 問題用紙に直接解答すること。 

□ 別紙の解答用紙  枚に解答すること。 

試験科目 

専門に関する論文 

受験番号 

 

氏名 

                                                         

 

［Ⅰ］近年、世界の高等教育政策は学修成果を重視する方向へと共通して進んできた。 

日本の高等教育における学修成果志向の状況について、具体的事例を挙げながら論じなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 



同志社大学大学院社会学研究科 

                                                      

2023年度 春期実施 

課程：前期  

専攻：教育文化学 

№２ 

入 学 試 験 問 題 

（注）□ 問題用紙に直接解答すること。 

■ 別紙の解答用紙１枚に解答すること。 

試験科目 

専門に関する論文 

受験番号 

 

氏名 

                                                         

 

［Ⅱ］ 

 

以下の10の用語の中から５つを選択し、その内容について、各200字以内で説明しなさい。 

選択した用語の番号を必ず解答欄の最初に記入すること。 

 

1. 構造的暴力 

2. スティグマ 

3. 進化論 v. 創造説教育 

4. 産学連携 

5. 日本学術会議 

6. Nature Deficit Disorder (自然体験欠乏障害)  

7. 子どもの〈発見〉 

8. 内弟子制度 

9. ライフサイクル 

10. プロジェクト学習（PBL） 

 

※ 


